
ネットワーク通信システム及びネットワークハブへの給電装置 （特許第4761155号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

商用電源の通電・停電に拘わらず、通信信号通過回路を確保している回線確保用電源装置。商用電源
による給電時にはＰＯＥ対応給電側ハブを通じて給電しつつ、蓄電池を充電する。停電時にはこの蓄電
池を電源として通常ハブに給電する。

技術的特長

商用電源の停電時においても給電できるので、通信中継機能を維持しネットワーク通信が可能である。

発明の効果

商用電源の配線設備が敷設されていない場所においても、通常ハブを使用した通信中継を実現できる。

(1)自治体 (2)公共インフラ機関 (3)安全・危機管理関連産業 (4)通信産業

本特許の活用用途
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１．ＰＯＥ対応給電側ハブ3は、

商用電源の停電に伴ってＰ

ＯＥ対応給電側ハブ3から回

線確保用電源装置8への給

電も停止するが、回線確保

用電源装置8[【図2】を参照]

は、内部に蓄電池806を内

蔵して蓄電していることから

商用電源の停電によって通

信ケーブル5bによる受電が

停止しても、蓄電池806の蓄

積電力を使用して通常ハブ2

に給電して通信の中継を継

続することができる。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

通常ハブを使用して構成したネ
ットワーク通信システムは、商
用電源の停電時には通信中継
機能を維持できなかった。

従来の問題点

12855[H04L;G06F/D2984]

【図１】ネットワーク通信システムのブロック図

【図２】回線確保用電源装置8の内部構成を示す回路ブロック図

1：主端末装置

2：通常ハブ

2a：通信ケーブルコネクタ

2b：電源アダプタコネクタ

3：POE対応給電側ハブ

3a：通信ケーブルコネクタ

4：POE対応受電側ハブ

5a～5g：通信ケーブル

801：分離トランス

802：一次電源生成モジュール

806：蓄電池

807：二次電源生成モジュール（DC/DCコンバータ）

808：ダイオード

810：電圧切換スイッチ

810a、810b：固定接点端子

810c：可動接点端子

813、814、815：表示ランプ(LED)

5a～5g：通信ケーブル

6：状態監視装置

7：無停電電源装置

8：回線確保用電源装置

8a,8b：通信ケーブルコネクタ

8c：給電コード

8d：電圧切換スイッチ

8e,8f,8g：示ランプ（813～815に相当）

■分離トランス801：給電側ハブ3からの給電電源を
通信信号から分離する。

■１次電源生成モジュール802：１次電源電圧（直
流9V）を生成して出力する。

■蓄電池806：停電時に必要な電力（例えば4.3Ah）
の給電を行う。

■2次電源生成モジュール807：蓄電池806から受
電し5Vの直流電圧を生成して出力する。

■電圧切換スイッチ810：可動接点端子810cを、固
定接点端子810a,810bの何れかと選択的に接触
して5Ｖまたは3.3Ｖの直流電圧を給電コード8cに
出力する。
電圧切換スイッチ810は、【図1】のブロック図にお
ける電圧切換スイッチ8dに対応する。


